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に生えたカビで1年の作物の出来や災害を占う伝
統神事の粥占いが3月7日、鷹尾神社でありました。こ
の占いは、数百年続いているといわれる伝統行事です。
旧暦の1月15日に3合の粥を器に入れて、木箱に密封
し奉納。旧暦の2月15日に開封してカビの色や生え方で
その年の吉凶を占います。この日は、同神社の石橋守史
禰
ね ぎ

宜や地元の区長など10人が参加。占いの結果は、よく
ないとされる黒カビや赤カビが今年は少なく、火災や麦
作には注意が必要だが、全体的には良いとのことでした。

鷹尾神社で伝統の粥占い
カビで1年を占います

　3月 17日、新外町の川下りコース沿いに新しく蜘蛛
手網が設けられ、地元の子どもたちが網を使った漁を体
験しました。蜘蛛手網は、網を上げ下げして小魚などを
捕る昔ながらの漁法です。以前設置されていた蜘蛛手網
は古くなって網の上げ下げができなくなっていました。
そのため、地元新外町の有志らが 1月から新しい蜘蛛手
網の設置に取り掛かり、3月 3日に完成。体験に参加し
た子どもたちがロープを引くと、ゆっくりと網が上がり
始め、「動いた」「すごい」など大きな歓声が上がりました。

新外町の新しくなった蜘蛛手網体験
蜘
く も で

蛛手網体験に興味津々
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身近な話題などお知らせください！

情報をお待ちしています

大勢の観客の前で大正琴の演奏を披露

　市文化協会連合会は 3月 11日、三橋公民館で第 3回
芸能祭を開催しました。この催しは、柳川、大和、三橋
の 3つの文化協会が一堂に集まる、年に 1回のイベン
トです。ステージでは、吟詠や日本舞踊、フラダンス、
相撲甚句などが行われ、会員たちは日ごろの練習の成果
を披露しました。同連合会の山下千鶴子副会長は「今後
はステージの催しだけでなく、作品の展示も一緒にやっ
てみたいですね」と話しました。

3つの文化団体が一堂に集結

　3月 16 日に市内中学校で、19 日に小学校で卒業式
が行われました。今年市内で卒業を迎えた中学生は649
人、小学生は 629人。大和中学校では 3年生 146人の
門出を祝おうと、保護者や学校関係者などが見守る中、
卒業式が行われました。江口重人校長は、卒業生代表に
卒業証書を授与した後、「卒業証書は皆さんが 3年間努
力した証。社会に貢献できるように頑張ってください」
と式辞。卒業生たちは、式の最後に全員で北原白秋作詞
の「帰去来」を合唱し、母校を巣立って行きました。

市内の小中学校で卒業式
感謝の気持ちを胸に次のステージへ
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市文化協会連合会 第 3 回芸能祭

　3月17日のあめんぼ講演会で、市出身のイラストレー
ター、コヨセジュンジさんが講演しました。コヨセさん
は伝習館高校を卒業後に上京し、イラストを勉強。小人
たちが重機を使ってケーキを作る絵本『おたすけこびと』
でイラストを手掛けました。講演でコヨセさんは、「何
回読んでも楽しめるように、小さなところまでこだわっ
ています。子どもたちが私のこだわりを見つけてくれれ
ばうれしいですね」と絵本に込めた思いを語りました。

市出身のコヨセジュンジさんが講演
小さなとこまでこだわっています

協力して網を引きあげる子どもたち

絵本に込めた思いを語るコヨセジュンジさん
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カビの色や生え方を見て 1 年の吉兆を占いました

卒業生全員で北原白秋作詞の「帰去来」を合唱した
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